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Abstract 

τbe CIllME dating 阻d 田lated elec佐un probe microana1ysis (EPMA) are perf.onned using tw.o el即位on

microprobe equipm阻tσCXA-733 ， JEOL, T.oky.o) at 血.e Center f.or Chr.on.ol.ogica1 Research, Nag.oya 

U凶versity. 百e.one equips f.our wavelength dispersive spectr.ome旬m 仰DS) andan.o也町 does 伽eeWDSs.

τbese electr.on microprobes are custornized by the auth.ors f.or specific a且alysisincluding the CIllME da垣ng

.of y.oung samp回 The CIllME da白書.ofMi.ocene m.onazite and xen.otime has been perf.ormed in 2011 

In additi.on, REE ana1ysis .of kimur副知， l.okkite and lan也阻1飴 aggregate h剖 been perf.onned using WDS 

cust.ornized t.o achieve 30% highぽ wavelength res.oluti.on 血an JEOL .origina1∞nfigurati.on. 回gh

wavelength res.oluti.on WDS c.ompletely s.olves the X-ray interf町田ce problem in quantitative EPMA .of 

L-REE 
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1.はじめに

CIllME年代測定 (S四ukiandA白chi， 1991a; Suzuki andA，白chi， 1991b; Suzuki and Kat.o, 2008 等を参

照)及び関連する教育・研究を実施するため， 2台の電子プロープマイクロアナライザー (EPMA)

が年代測定総合研究センターに設置されている. 2台の EPMA はいずれも日本電子株式会社製の

JCXA・733 である. 1 台は波長分散型分光器を 4台備え， CHIME 年代測定専用に用いている 4 台

すべての分光器に PET の 002 面の分光結品を装備している .4台の分光器は，メーカー標準ではな

く， CH凹E年代測定用に調整している.そのため，分光器ごとに測定可能範囲が限定されている.

この装置では，モナズ石の CHIME 年代測定を特殊な条件でなければ 17分で行うことができる.

もう 1 台は波長分散型分光器を 3台備え，汎用機として様々な元素分析や測定法開発に用いてい

る.この装置でも 2つの PET を用いて CHI旧年代測定を行うことが可能であるが，モナズ石の

分析でも約 45分程度の時聞が必要となる.また，この装置では超軽元素分析用の分光結晶 (LDEl

及び Pb-S百)と表面汚染軽減用の液体窒素トラップが装着されている。さらに，改造して高波長

分解能を実現した PET 及び LiFを使用することが可能である.これらは，メーカー標準よりもおよ

そ 30%波長分解能が向上している(加藤・鈴木， 2009) .高波長分解能の PET は CH凹E年代測定

における鉛の分析に最適化しであり、LiF はランタニドの分析に最適化しである。

CHIME 年代測定の標準物質には少量の鉱物を用い、核燃料物質は使用していない(加藤ほか，

2005; Ch.o et a1., 2006) 
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図 1 ゼノタイムのエックス線スペクトル.

2. 極限分析

C田ME年代測定においては，約 20 Ma のモナズ石及びゼノタイムの測定に成功した.また，高

空間分解能分光器を用いて木村石のイットリワム及びランタン，プラセオジム及びネオジムの測定

も実施した。

2. 1.約 20Maの C回ME年代測定

CillME 年代測定では. EPMA を用いて鉱物中のワラン， トリウム及び鉛を測定している.測定

鉱物の年代が若いと，ワラン及びトリワムの崩壊により生成する鉛の量が少なくなる.そのため，

鉛の定量限界が CHll岨E 年代測定の定量限界の主要な要因となる.通常の CH酌E 年代測定におけ

る分析条件では， PbO の定量限界は 100- 150 11g/g 程度ある.しかし，約 20Ma の試料の年代測定

を行うためにはそれよりも少量の PbO を実用上許容できる精度で測定しなければならない.図 1 は，

約 20Ma のゼノタイムのエックス線スベクトルである.この図からわかるように. PbMB線の強度

が極めて小さく ， PIB 比が極端に小さくなっている.このような場合，ピーク強度に加えてパック

グラウンド強度の誤差も十分小さくしなければ真の特性エックス線強度の誤差が小さくならない.

そのため，ピークとパックグラワンドともに測定時間を通常よりも長くして精度を確保した.測定

条件の詳細については別に報告する予定である.さらに，微量の鉛の定量分析では，鉛の誤差に干

渉補正の誤差が大きく影響する.これは，鉛の特性エックス線に対する妨害エックス線の強度が相

対的に通常よりも高くなるからである.したがって，干渉補正に用いる係数についても十分な精度

で決定しておかなければならない.測定条件を十分検討したうえで若いモナズ石やゼノタイムの

C田ME年代測定を行ったところ，最適化した分析条件では. 2511g/g 程度の PbO を定量分析するこ

とが可能となった.
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図 2: 木村石の産状

2. 2. 木村石の希土類元素定量分析

木村石はCay，(CO，). ûfuO の組成を持つ鉱物で.y を置換してランタニドを含むことがある，本

年度は，木村石中の希土類元素の定量分析を実施した(J担00七回投稿中) 測定した木村石の産状

は図 2 の通りであり，ロッカイト [Cay，(co，h ~H201及びランタナイト[(La. NdMcosl, '8fuOlを
伴って産出する目木村右は電子競照射による損傷が著しいため，すべてのランタニドの分析は行う

ことができなかった ID-MS及び ICP-MS によるパルク分析によりあらかじめ Co がほとんど含ま

れていないことがわかっていたため. Ca. Y, La. pr 及び Nd のみ分析した。補E計算では、Pr I晶

線用に修正したKato 包005)の α ファクターを用いた。ランタニドの分析ではエックス縁の干渉が

大きな問題となるため，改造により高空間分解能化した分光器を用いて測定した.分析条件及び結

果は別に報告する (Jiaoot aI投稿中)

3. 装置の使用状況

2台の JCXA-733 を用いて，上述の分析のほか通常の CIII旧年代測定を実施した さらに，超

軽元素の EPMA定量分析など関連する測定及び開発を実施したこれらの中には学内外との共同研

究が含まれている.今年度は上述の若い鉱物の CHIME 年代測定やサプミクロン αE旧年代測定

法の開発(渡温・加藤，， 2011; 渡遁・加藤.2012) のようなエックス線計測時聞を極めて長くしなけ

ればならない測定を実施しているため，使用時間に比べて測定数は例年よりも少なくなっている

本年度は特に重大な故障はなかった. CHIME 年代測定専用機のロータリーポンプ(セパレート
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型)のモーターが故障したため交換した.それ以外に行った保守作業は，定期的なクリーニングや

部品交換のみである.
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